「大学と現代社会」講義録 第2回 (08/10/2)
はじめに
授業の出席かつレポート提出でC以上の評価を与える。レポートに問題がある人はDになる場合もあり、レポートの再提出を求める。
レポートを作成する際の注意

・自分で注意して読み直し、校正する。
・A4一枚の紙を目一杯利用する。

・提出したレポートはホームページ上に載せる場合もあるので、人に見られることを意識して書くようにする。

・小見出しをつけるなど全体が分かりやすいようにする。

先週のレポートについて
1.どういう職業に就きたいか

2.職業以外の面でどういう人間になりたいか

3.自己点検

4.不足部分補充計画

5.生活の中で利用している情報源

6.おすすめのホームページ

今回の課題の狙いは、自らを客観的に見て各人の個性を文章に表すことである。
文章のポイント

・文は人なりという言葉どおり、文の中でその人の個性が表れる。

・文章の中に個性が入ってないと、多くの場合良い文章とは言えない。
・個性以上に他の人では書けない自分の表現や言葉が文章の中に含まれると良い
・ロジックを追うだけであると読者が反発する気持ちを持つので、一つのロジックだけでなく複眼的にロジックを組み立てた文章の方がさらに良い
・個性的な文章は色々なスタイルがあるので一概にどれがいいとは言えないが、文章全体からその人の個性が醸しだされる文章は良い。
・ものすごく個性的で癖がある文章は、真似しようと思っても真似できない。

・中身のある文章にする。
次回レポートについて
期限は10/2から3週間くらい?で
印刷博物館を見学し、レポートを書く。

http://www.printing-museum.org/
言語が人間にとってどれだけ重要で文明との関連の深さを知る。
一般展示の全体を見た後、深く入る。
特に故宮のVirtual Realityはよく見ておく。
故宮…世界最大級の文物を保管する建物(中身は中華民国政府が台湾に持っていった)

バチカンのシスティーナ礼拝堂の天井画「最後の審判」は修復中(1981~1994)ほとんど見られなかったがVRによって精密に復元され見ることができた。かつては物がなければ認識できなかったが、現在は実物がなくてもVRによって知ることができるようになった。

去年の特別展示

百学連環(西周)…エンサイクロペディア

国立天文台 三鷹キャンパスのVR
4次元デジタル宇宙プロジェクト(4D2Uプロジェクト)
毎月2回、第2土曜日の前日と第4土曜日に定例公開。

要申し込み(http://www.nao.ac.jp/about/mtk/4d2u/index.html)
宇宙について

宇宙は四次元世界で、時間軸を遡るとビッグバン(宇宙の誕生)まで見ることができる。原理的にはビッグバン以前は見ることができない。現在の技術では128億年前の姿まで見られる。VRによって暗黒時代を復元し観察することが可能。

宇宙全体の地図を描く計画＝Sloan Digital Sky Survey (SDSS)　
17.8等星より明るい4万7千の星が描かれている図

http://skyserver.sdss.org/edr/jp/
銀河は数千億の星の固まりであり、宇宙全体では1000億の銀河がある。我々が満天の星を見たといっても可視できるものは6000個くらいである。
しかし、我々が見られない星がほとんどであるということの認識が重要である。
第4回レポートのための本の一部(画像は出版社のHPにリンクしています)
「POWERS OF TEN」



「2000年間で最大の発明は何か」
いろんな人が2000年間で最大の発明を選び、なぜそう思うかが書いてある。


 

「脳の探検」上下

脳について概括的に広い知識を与えてくれる本



　　

「脳研究の最前線」

現在の最前線の脳科学の本。専門性、難易度が高い。




「永遠平和のために」
カントの平和論は何世紀に渡り、平和論の原点になっている。国連や憲法9条の理念がここから生まれた。平易かつ考えさせられる文章。以下の二冊の内容は同じである。



「脳のなかの幽霊」PHANTOMS IN THE BRAIN
人間の頭の中に刺激しているものは幻である。自分自身の認識をするためには脳の中のシステムを知ることが重要。あらゆる脳の本を読むときに必要な認識論。











